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各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 ２月16日㈭10時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 ２月９日㈭10時～16時 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 ２月７日㈫13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

西城 ２月９日㈭13時30分～16時30分 西城自治振興センター

東城 ２月２日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

高野 ２月14日㈫13時～15時 高野支所

比和 ２月16日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター

総領 ２月８日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 ２月16日㈭13時～15時30分 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

西城 ２月16日㈭13時30分～15時30分 西城支所 西城支所市民生活係
☎0824-82-2124

高野 ２月14日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活係
☎0824-86-2115

比和 ２月16日㈭13時～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

総領 ２月８日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
総領 ２月３日㈮13時～16時 総領保健福祉センター 広島弁護士会による無

料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　口和 ２月17日㈮13時～16時 口和保健福祉センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密保持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

認知症カフェ
庄原 「とんぼ」

２月７日㈫13時30分～15時
庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・ 情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課高齢者福祉係
☎0824-73-1165　

東城
「おれんじカフェ・ええ塩

あんばい

梅」
１月24日㈫13時30分～15時

東城支所 相談・ 情報交換
参加費１００円

東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

障害者相談員
定 期 相 談 会

庄原 ２月13日㈪13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター 身体

社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210西城 ２月12日㈰13時30分～15時 西城支所（しあわせ館） 身体・知的

比和 ２月７日㈫９時30分～12時 比和ふれあいセンター 身体・知的

身体障害者　
補装具判定会 【聴覚】２月16日㈭13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ １週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談を

あなたの相談をお受けします
※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子手帳交付 1月23日㈪・2月6日㈪・2月20日㈪
９時～17時 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

育児相談 ２月14日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（ＪＲ備後庄原駅舎内） 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問

い合わせください）

母子保健事業　●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255

Ｃ
型
肝
炎
と
は

　

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｃ
Ｖ
）の
感
染

に
よ
り
起
こ
る
肝
臓
の
病
気
で
す
。現
在
、日

本
で
は
約
１
０
０
万
人
の
Ｈ
Ｃ
Ｖ
感
染
者
が

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
に
は

感
染
が
分
か
っ
て
い
な
い
人
や
、分
か
っ
て

い
て
も
通
院
し
て
い
な
い
人
が
多
い
の
が
現

状
で
す
。

　

Ｈ
Ｃ
Ｖ
に
感
染
す
る
と
約
70
％
の
人
が
持

続
感
染
者
と
な
り
、慢
性
肝
炎
、肝
硬
変
、肝

が
ん
へ
と
進
行
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。肝

臓
は
「
沈
黙
の
臓
器
」と
呼
ば
れ
、自
覚
症
状

が
な
い
ま
ま
病
気
が
進
む
こ
と
が
あ
り
、Ｈ

Ｃ
Ｖ
の
感
染
が
分
か
れ
ば
、症
状
が
無
く
て

も
必
ず
詳
し
い
検
査
を
し
て
、治
療
を
含
め

て
対
処
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

庄原赤十字病院　内科部長

健康広場

鎌田耕治

Ｃ型肝炎を知ろう

Ｃ
型
肝
炎
の
検
査

【
感
染
に
つ
い
て
】

　

Ｈ
Ｃ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
調

べ
る
検
査
が
Ｈ
Ｃ
Ｖ
抗
体
検
査
で
す
。Ｈ
Ｃ

Ｖ
抗
体
陽
性
の
場
合
、Ｈ
Ｃ
Ｖ
に
一
度
は
感

染
し
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
が
、現
在
も
持

続
感
染
を
し
て
い
る
人
と
、治
癒
し
た
人
や

ウ
イ
ル
ス
の
い
な
い
人
が
含
ま
れ
ま
す
。そ

こ
で
、次
に
精
密
検
査
と
し
て
、Ｈ
Ｃ
Ｖ
核
酸

増
幅
検
査
（
Ｈ
Ｃ
Ｖ
‐
Ｒ
Ｎ
Ａ
定
量
検
査
）

と
い
う
、血
液
中
に
Ｈ
Ｃ
Ｖ
遺
伝
子
が
あ
る

か
ど
う
か
を
調
べ
る
検
査
を
行
い
ま
す
。陽

性
で
あ
れ
ば
、現
在
Ｈ
Ｃ
Ｖ
に
感
染
し
て
い

る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。さ
ら
に
、Ｈ
Ｃ
Ｖ
の

型
を
調
べ
る
セ
ロ
グ
ル
ー
プ
（
人
が
持
つ
抗

体
の
種
類
）あ
る
い
は
ゲ
ノ
タ
イ
プ
（
ウ
イ

ル
ス
の
遺
伝
子
情
報
）を
測
定
し
、こ
れ
ら
を

組
み
合
わ
せ
て
治
療
方
法
や
治
療
効
果
を
予

測
し
ま
す
。

【
肝
臓
の
状
態
に
つ
い
て
】

　

現
在
の
肝
臓
の
炎
症
の
程
度
を
み
る
の
が

Ａ
Ｓ
Ｔ
（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）値
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）

値　

で
す
。高
い
値
が
持
続
す
る
と
、肝
臓
の

炎
症
が
強
く
、肝
炎
が
進
行
し
や
す
い
と
い

え
ま
す
が
、 

低
く
て
も
病
気
が
進
行
し
て
い

な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。次
に
、血
小
板

数
を
測
定
し
、肝
臓
病
の
進
行
や
線
維
化
を

検
査
し
ま
す
。ま
た
、肝
臓
の
状
態
や
肝
が
ん

の
合
併
を
知
る
た
め
に
は
腹
部
超
音
波
検
査

や
Ｃ
Ｔ
検
査
、Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
な
ど
の
画
像
検

査
を
行
い
ま
す
。

Ｃ
型
肝
炎
の
治
療

　

１
９
９
２
年
以
降
、イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

と
い
う
注
射
薬
を
基
本
に
し
た
治
療
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。そ
の
後
、投
与
期
間
の
延
長

や
併
用
薬
な
ど
で
、比
較
的
高
い
効
果
が
期

待
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、人
に
よ

り
効
果
が
異
な
る
こ
と
や
、副
作
用
が
強
い

こ
と
な
ど
で
治
療
で
き
な
い
患
者
さ
ん
が
多

い
の
が
問
題
で
し
た
。

　

し
か
し
、２
０
１
４
年
９
月
か
ら
、イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
を
使
わ
な
い
飲
み
薬
だ
け
の

治
療
「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
フ
リ
ー
治
療
」

が
登
場
し
ま
し
た
。現
在
で
は
、12
週
間
の
飲

み
薬
で
95
％
以
上
の
人
が
Ｈ
Ｃ
Ｖ
を
排
除
で

き
る
ま
で
進
歩
し
て
い
ま
す
。し
か
も
、副
作

用
も
軽
微
で
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｃ
Ｖ
抗
体
検
査
を
受
け
た
こ
と
が

な
い
方
は
一
度
検
査
を
受
け
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。Ｈ
Ｃ
Ｖ
抗
体
陽

性
が
す
で
に
判
明
し
て
い
る
方
は
精

密
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。詳
し
く

は
医
療
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※ＡＳＴ・ＡＬＴは、健康診断や医療機関で広く行われている検査です。これらは肝臓の細胞に多く含まれ、細胞が壊れたときに血液中にでてくる酵素です。

※
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そ  

の  

他

催　
　

し

の
白
銀
の
世
界
へ
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

競
技
開
始
日
時

２
月
４
日
㈯　

12
時
45
分　

２
月
５
日
㈰　

９
時
45
分

２
月
11
日
（
土
・
祝
）　

10
時

※
11
日
は
全
国
小
学
生
雪
合
戦
大

会
を
兼
ね
る

と
こ
ろ

庄
原
市
高
野
ス
ポ
ー
ツ
広
場

問
い
合
わ
せ

大
会
事
務
局（
高
野
支
所
地
域
振
興
室
）

☎
０
８
２
４
‐
86
‐
２
１
１
３

65
歳
以
上
の
労
働
者
も　
　

雇
用
保
険
の
適
用
対
象
に

　

本
年
1
月
1
日
か
ら
、
65
歳
以

上
の
労
働
者
も
雇
用
保
険
の
適
用

対
象
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

現
在
雇
用
中
ま
た
は
新
た
に
雇
用

し
た
65
歳
以
上
の
労
働
者（
高
年

齢
継
続
被
保
険
者
は
除
き
ま
す
。）

に
つ
い
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に「
雇

用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
の
方
法
や
雇
用
保
険
の

給
付
内
容
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
庄
原

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
１
１
９
７

ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ
in
く
ち
わ

　

雪
を
楽
し
む
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
。
そ
り
す
べ
り
ジ
ャ

ン
プ
大
会
な
ど
で
は
、
景
品
も
用

意
し
て
い
ま
す
。
昼
食
に
は
、
う

ど
ん
、
お
で
ん
、
お
に
ぎ
り
が
、

お
や
つ
タ
イ
ム
に
は
ぜ
ん
ざ
い
が

振
る
舞
わ
れ
ま
す
。

と
き　

１
月
29
日
㈰　

10
時
～

と
こ
ろ　

金
尾
原
元
ス
キ
ー
場

（
口
和
町
宮
内
）

参
加
費　

１
人
２
千
円
（
体
験
料
・

昼
食
代
含
む
）
※
未
就
学
児
無
料

内
容

か
ま
く
ら
作
り
・
雪
だ
る
ま
作
り
・

そ
り
遊
び
・
そ
り
す
べ
り
ジ
ャ
ン

プ
大
会
・
雪
中
宝
さ
が
し
な
ど

問
い
合
わ
せ　

ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ

in
く
ち
わ
実
行
委
員
会
事
務
局

（
庄
原
市
観
光
協
会
口
和
支
部
）

☎
０
８
２
４
‐
89
‐
２
３
２
５

庄
原
ぐ
る
め
コ
ン
テ
ス
ト

　

庄
原
の
地
域
食
材
を
使
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
に
よ
る「
庄
原
ぐ
る
め
コ
ン

テ
ス
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。
参
加

店
舗
は
市
内
15
店
舗
で
、「
庄
原

ぐ
る
めP

assport

（
パ
ス
ポ
ー
ト
）」

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。「
庄
原
ぐ

る
めP

assport

」
は
市
内
主
要
施

設
で
無
料
配
布
中
で
す
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
へ
投
票
す
る

に
は
、「
庄
原
ぐ
る
めP

assport

」

を
持
っ
て
各
店
舗
の
エ
ン
ト
リ
ー

メ
ニ
ュ
ー
を
味
わ
っ
た
後
、
ス
タ

ン
プ
を
押
し
て
も
ら
い
ま
す
。
応

募
者
特
典
と
し
て
、
抽
選
で
比
婆

牛
や
庄
原
の
特
産
品
詰
め
合
わ
せ

な
ど
が
当
た
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間

１
月
６
日
㈮
～
２
月
28
日
㈫

応
募
締
め
切
り　

３
月
３
日
㈮

※
当
日
消
印
有
効

問
い
合
わ
せ

庄
原
観
光
い
ち
ば
ん
協
議
会
事
務

局（
商
工
観
光
課
内
）

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
９

雪
合
戦
ひ
ろ
し
ま
２
０
１
７

in
高
野

　

今
回
は
第
20
回
大
会
記
念
特
別

企
画
と
し
て
、
特
別
リ
ー
グ
や
、

カ
ー
プ
コ
ラ
ボ
グ
ッ
ズ
販
売
を
行

い
、
11
日
に
は
全
国
小
学
生
雪
合

戦
大
会
も
同
時
開
催
し
ま
す
。
ま

た
、
５
日
に
は
雪
中
宝
探
し
や
雪

上
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
乗
船
会
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
ラ
イ

ブ
や
、
漬
物
と
鍋
の
グ
ラ
ン
プ
リ

も
開
催
し
ま
す
。
お
楽
し
み
満
載

高
齢
者
の
在
宅
介
護
を　
　

支
援
し
ま
す

　

寝
た
き
り
な
ど
重
度
の
介
護
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
を
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
方
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
、
慰
労
金
を
支
給
し
ま

す
。

在
宅
高
齢
者
家
族
介
護

慰
労
金
（
後
期
分
）

支
給
対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
次

の
要
件
全
て
に
該
当
す
る
高
齢
者

を
、
平
成
28
年
８
月
１
日
か
ら
本

年
１
月
31
日
の
間
、
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
同
居
の
家
族
な
ど
。

【
在
宅
高
齢
者
の
該
当
要
件
】

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
し

て
い
る
人
／
②
要
介
護
４
ま
た
は

５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
／
③

在
宅
で
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

に
あ
る
人

支
給
額　

在
宅
で
介
護
し
た
月
数

に
応
じ
て
、
月
額
５
千
円
。(

医
療

機
関
や
介
護
保
険
施
設
な
ど
に
月

の
初
日
か
ら
終
わ
り
ま
で
入
院
、

入
所
し
て
い
た
月
は
除
く
。）

申
請
期
間

２
月
１
日
㈬
～
21
日
㈫

支
給
の
時
期

　

３
月
下
旬
に
、
指
定
の
口
座
へ

振
り
込
み
ま
す
。

在
宅
高
齢
者
家
族
介
護

特
別
慰
労
金

支
給
対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
申

請
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税
の
世

帯
で
、
次
の
要
件
の
全
て
に
該
当

す
る
高
齢
者
を
、
在
宅
で
介
護
し

て
い
る
同
居
の
家
族
な
ど
。

【
在
宅
高
齢
者
の
該
当
要
件
】

　

在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
慰
労
金

の
要
件
に
加
え
て
、
原
則
１
年
間
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な

か
っ
た
人
で
、
申
請
年
度
の
市
民

税
が
非
課
税
の
世
帯
の
人
。

支
給
額　

在
宅
高
齢
者
１
人
に
つ

き
、
年
額
10
万
円
。

申
請
お
よ
び
支
給
の
時
期

随
時（
介
護
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
な
か
っ
た
期
間
が
１
年
間
に

達
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以

内
に
申
請
。）

▼
慰
労
金
の
申
請
に
必
要
な
も
の

①
申
請
書（
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
な
ど
の
確
認
印
が
必
要
）
／
②

口
座
振
替
依
頼
書（
提
出
し
て
い

る
方
は
不
要
）
／
③
印
鑑

※
①
、
②
は
左
記
の
申
請
窓
口
の

ほ
か
、
市
内
の
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
に
あ
り
ま
す
。

申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
６
７

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市

民
生
活
室（
西
城
支
所
は
、
し
あ

わ
せ
館
内
）

庄原ぐるめ
Passport

「
要
介
護
認
定
・
要
支
援
認

定
有
効
期
間
終
了
の
お
知
ら

せ
」
の
通
知
対
象
者
を
変
更

し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
、
要
介
護
認
定
・
要

支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
全
て
の

方
に
、
認
定
の
有
効
期
間
終
了
日

を
通
知
し
て
い
ま
し
た
が
、
要
介

護
認
定
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て

い
る
方
で
、
認
定
の
有
効
期
間
内

に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
方
に
の
み
通
知
し
ま
す
。

　

な
お
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
が
あ
る
か
の
判
断
は
、
通
知

書
類
作
成
時
に
行
い
ま
す
。

変
更
時
期

本
年
３
月
31
日
に
認
定
の
有
効
期

間
が
終
了
す
る
方
か
ら（
対
象
者

へ
の
通
知
は
１
月
下
旬
か
ら
行
い

ま
す
。）

※
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
と
契
約

中
の
方
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
を
通
じ
て

通
知
し
ま
す
。

要
介
護
認
定
・
要
支
援
認
定
有
効

期
間
終
了
に
伴
う
更
新
手
続
き
に

つ
い
て

　

認
定
の
有
効
期
間
を
過
ぎ
て
も

要
介
護
・
要
支
援
状
態
に
あ
る
と

見
込
ま
れ
る
方
は
、
要
介
護
認
定
・

要
支
援
認
定
の
更
新
を
申
請
で
き

ま
す
。
更
新
申
請
の
受
付
期
間
は

有
効
期
間
終
了
日
の
60
日
前
か
ら

終
了
日
ま
で
で
す
。
認
定
の
有
効

期
間
は
介
護
保
険
被
保
険
者
証
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
要
介
護
認
定
・
要
支
援
認
定
を

受
け
て
い
る
全
て
の
方
が
、
更
新

を
申
請
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
６
７

農
耕
用
作
業
車
の
登
録
は　

お
済
み
で
す
か

　

乗
用
装
置
の
あ
る
農
耕
用
作
業

車
は
、
公
道
を
走
行
し
な
い
も
の

で
あ
っ
て
も
軽
自
動
車
税
の
課
税

対
象
と
な
り
ま
す
。
対
象
と
な
る

車
両
の
登
録
を
し
て
い
な
い
場
合

は
、
本
庁
税
務
課
ま
た
は
各
支
所

地
域
振
興
室
・
市
民
生
活
室
で
登

録
手
続
き
を
行
い
、
標
識(

ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト)

の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

対
象
車
両

ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
・
田

植
機
・
農
業
用
薬
剤
散
布
車
な
ど

※
農
耕
作
業
を
行
う
能
力
と
乗
用

装
置
を
兼
ね
備
え
た
も
の

登
録
手
続
き
に
必
要
な
も
の

印
鑑
・
販
売
（
譲
渡
）
証
明
書

※
販
売
証
明
書
が
な
い
場
合
は
、

車
台
番
号
、
車
名
、
型
式
な
ど
の

分
か
る
書
類

税
額　

年
額
２
千
円

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
資
産
税
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
４
４

　募集期間：２月１日（水）～20日（月）
名　称 枠数 規　格 広　告 配布数量など 備　考

ホームページバナー
（市ホームページのトップ
ページへのバナー広告）

５枠

縦50 ×横150
（ピクセル）
※形式：GIF、JPEG、
　テキストのいずれか
　（アニメーション可）
※容量：５㌔バイト以下

5,000円/月
トップページ
アクセス数
約5万件/月

■掲載は月単位・最長12カ月まで
■応募多数の場合は市内事業者を
優先し先着順

共通封筒
（市の全ての部署が
市民のほか、国・県・
その他行政機関な
どへ送付する文書
などに使用する封
筒裏面への広告）

長形
３号 １枠

縦60×横100
（mm）

70,000円以上
上記金額を最低価格とし
て申込額の最も高い額を
提示した事業者へ決定

7万枚
■広告掲載期間は平成 29 年度中
　（ただし、封筒の在庫限り）
■広告の印刷は単色
　（濃淡のある原稿や写真入りの原
　　稿は不可）
■応募多数の場合は市内事業者を
　優先し申込額の高い順

角形
２号 ２枠

35,000円以上
上記金額を最低価格とし
て申込額の高い順に２枠
を決定

3万5千枚

広報紙
（平成29年４月号～平成30
年３月号へ掲載する広告）

※
各
月
で
枠
数
変
動
有

①縦45×横173
（mm）

１色 カラー

毎月
約1万6千世帯

■掲載期間は月単位とし、連続３
カ月以上１割、７カ月以上で２割
の広告料を割引
■募集期間終了後も随時受け付け

（掲載は申請の翌々月）
■カラー広告は裏表紙のみ
■応募多数の場合は市内事業者を
優先し先着順

25,000円 50,000円

②縦45×横85
（mm） 15,000円 30,000円

納税通知用封筒
（平成29 年度に使用する
納税通知書などの通知用
封筒裏面への広告)

２枠 縦65×横85
（mm）

１枠100,000円以上
上記金額を最低価格とし
て申込額の高い順に２枠
を決定

10万枚

■広告期間は平成 29 年度中
（ただし、封筒の在庫限り）
■広告の印刷は単色
■応募多数の場合は市内事業者を
優先し申込額の高い順

母子手帳
（母子手帳交付時の袋へ同
封する広告）

４枠 Ａ４用紙１枚
（両面印刷可） 5,000円/年 約260人

■配布期間は平成 29 年度中
■応募多数の場合は市内事業者を
優先し先着順

　※市税を滞納している方の広告は掲載できません。
　※その他、市営バスや公用車など随時広告を募集しています。
　　詳細は市ホームページ（http://www.city.shobara.hiroshima.jp/）をご覧ください。

問い合わせ
　財政課理財係
　☎ 0824-73-1202

平成29年度広告主を募集します

広報しょうばら／ 2017.1　26 27　2017.1 ／広報しょうばら
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＜広島司法書士会所属＞広島北部司法事務所
〒727-0013　広島県庄原市西本町四丁目20番17号　バルナシュB２階  TEL0824-72-2315（要予約）

●不動産の名義変更
●相続登記・遺言
●借金の整理

司法書士　飯田　一生

（訴訟代理権認定第524014号）（司法書士登録番号828号）

詳しくはホームページに書いています。

業務のご案内業務のご案内

庄原　司法書士 検索

●成年後見
●会社の登記
●簡易裁判所訴訟代理等

《広島司法書士会所属》

広告

国営備北
丘陵公園
だより 冬咲きぼたん展

１月14日㈯～２月19日㈰開催！

備北公園管理センター☎ 0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）
※イベントの詳細は、電話または公園ホームページにてお問い合わせください。

冬
咲
き
ぼ
た
ん
展

　

公
園
の
冬
の
風
物
詩
「
冬
咲

き
ぼ
た
ん
展
」
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
展
示
は
冬
に
咲
く
よ

う
に
特
別
に
育
て
た
ぼ
た
ん

の
鉢
植
え
を
展
示
し
、
冬
景
色

に
咲
き
広
が
る
華
や
か
な
彩

り
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ぼ
た
ん
は
、
通
常
４
～

５
月
に
咲
く
ぼ
た
ん
を
低
温
庫

へ
入
れ
て
開
花
時
期
を
調
整
し
、

冬
季
に
開
花
す
る
よ
う
に
育
成

さ
れ
た
も
の
で
、
島
根
県
の
大

根
島
で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

展
示
に
際
し
、
鉢
植
え
に
わ

ら
の
冬
囲
い“
コ
モ
”を
か
ぶ
せ
、

風
情
の
あ
る
情
景
を
つ
く
り
だ

し
ま
す
。
雪
を
ま
と
っ
た
様
子

は
一
段
と
風
情
が
あ
り
ま
す
。

と
き

１
月
14
日
㈯
～
２
月
19
日
㈰

※
休
園
日
…
月
曜
日
（
休
日
の

場
合
は
翌
日
休
園
）

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里
「
さ
と
や
ま
屋
敷
」

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

全
国
大
会

第
43
回
全
日
本
杖
道
大
会

（
10
月
16
日
／
ジ
ッ
プ
ア
リ
ー
ナ

岡
山
）

●
七
段
の
部

第
２
位

小
林　

利
吉
（
西
本
町
）

宮
脇　

誠
吾
（
西
本
町
出
身
）

中
国
大
会

中
国
ろ
う
き
ん
杯　
　
　
　

学
童
軟
式
野
球
選
手
権
大
会

（
11
月
12
日
・
13
日
／M

A
Z

D
A

 
Z

O
O

M
-Z

O
O

M

ス
タ
ジ
ア
ム
広

島
）

第
３
位

東
城
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

県
大
会

第
60
回
広
島
県
科
学
賞

準
特
選（
広
島
県
教
育
委
員
会
賞
）

寺
本　

萌
夏
（
板
橋
小
５
年
）

「
動
く
ひ
ま
わ
り
～
葉
と
つ
ぼ
み

～
」第

41
回
広
島
県
民
体
育
大
会

（
11
月
13
日
／
安
佐
北
区
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
）
空
手
道
競
技
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
部

●
組
手
個
人
戦
中
学
生
男
子
の
部

第
２
位

新
井　
　

蓮
（
庄
原
中
３
年
）

●
組
手
個
人
戦
小
学
生
５
・
６
年

生
女
子
の
部

第
１
位

新
井　
　

椿
（
庄
原
小
６
年
）

そ
の
他

庄
原
市
文
芸
大
賞

庄
原
市
長
賞

赤
木　

壽
子
（
短
歌
）

尾
崎　

初
枝
（
俳
句
）

林　
　

武
志
（
川
柳
）

黒
長　
　

澳
（
現
代
詩
）

庄
原
市
議
会
議
長
賞

清
光　

康
子
（
短
歌
）

横
山　

悦
生
（
俳
句
）

山
地　

孝
子
（
川
柳
）

田
中　

虎
市
（
現
代
詩
）

豆
餅
つ
き

　

煎い

っ
た
黒
豆
の
香
ば
し
い

風
味
が
最
高
で
す
。
先
着

１
０
０
人
の
方
に
、
つ
き
た
て

の
お
餅
を
振
る
舞
い
ま
す
。

と
き　

１
月
22
日
㈰
・
29
日
㈰

13
時
～

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里
「
さ
と
や
ま
屋
敷
」

と
ん
ど
焼
き

　

無
病
息
災
を
祈
願
し
て
、
園

内
を
装
飾
し
て
い
た
正
月
飾
り

を
豪
快
に
焚
き
上
げ
ま
す
。

　

先
着
50
人
の
方
に
、
ぜ
ん
ざ

い
と
甘
酒
を
振
る
舞
い
ま
す
。

と
き

１
月
15
日
㈰　

12
時
点
火

と
こ
ろ

つ
ど
い
の
里
「
す
り
鉢
」

庄
原
市
教
育
長
賞

福
満　

辰
江
（
短
歌
）

矢
崎　

稔
子
（
俳
句
）

岡
田
し
の
ぶ
（
川
柳
）

山
内　

久
子
（
現
代
詩
）

庄
原
商
工
会
議
所
会
頭
賞

倉
上
も
と
子
（
短
歌
）

竹
地　

惠
美
（
俳
句
）

中
原　

幹
枝
（
川
柳
）

坂
村　

廣
嗣
（
現
代
詩
）

備
北
文
芸
の
会
賞

家
島　

晶
子
（
短
歌
）

重
田
千
鶴
子
（
俳
句
）

安
藤　

幸
江
（
川
柳
）

三
宅
千
代
子
（
現
代
詩
）

庄
原
市
文
化
協
会
会
長
賞

奥
井　

久
子
（
短
歌
）

田
宮
美
和
子
（
俳
句
）

荒
木
美
智
子
（
川
柳
）

坂
村　

初
子
（
現
代
詩
）

中
国
新
聞
社
賞

積
賀　

貴
子
（
短
歌
）

有
田　

隆
子
（
短
歌
）

稲
垣
サ
カ
エ
（
俳
句
）

友
国　

鶴
人
（
俳
句
）

古
本　

文
子
（
川
柳
）

沼
本
み
よ
子
（
川
柳
）

ふ
く
ば
ま
つ
こ
（
現
代
詩
）

赤
堀　

幸
子
（
現
代
詩
）

※「
あ
っ
ぱ
れ
！
庄
原
」
に
該
当

す
る
方
の
情
報
は
、
行
政
管
理
課

広
報
統
計
係（
☎
０
８
２
４
‐
73
‐

１
１
５
９
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

税
務
課
資
産
税
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
４
４

家
畜
を
所
有
し
て
い
る
人
は

県
へ
飼
育
状
況
の
報
告
を
！

　

畜
産
業
に
限
ら
ず
家
畜
を
所
有

し
て
い
る
方
は
、
２
月
１
日
時
点

で
飼
育
し
て
い
る
家
畜
の
頭
羽
数
、

衛
生
管
理
状
況
を
広
島
県
に
報
告

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

報
告
の
対
象
と
な
る
家
畜
は
、

牛
・
水
牛
・
鹿
・
馬
・
羊
・
山
羊
・

豚
・
い
の
し
し
・
鶏
・
そ
の
他
家

き
ん
類
で
す
。
飼
養
者
へ
は
広
島

県
北
部
畜
産
事
務
所
か
ら
調
査
表

な
ど
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
ご
回
答
く
だ
さ
い
。
牛
・

水
牛
・
鹿
・
馬
・
羊
・
山
羊
・
豚
・

い
の
し
し
は
４
月
15
日
ま
で
、
鶏
・

そ
の
他
家
き
ん
は
６
月
15
日
ま
で

に
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
広
島
県
北
部
畜
産
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
た
に
対
象
の
家
畜
を
飼
い
始
め

た
場
合
は
、
農
業
振
興
課
ま
た
は

各
支
所
地
域
振
興
室
・
産
業
建
設

室
へ
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
畜
産
事
務
所

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
２
０
１
５

農
業
振
興
課
畜
産
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
２
７

障
害
や
生
活
の
し
づ
ら
さ
を
抱
え

て
い
る
方
の
「
当
事
者
の
つ
ど
い
」

　
「
将
来
の
く
ら
し
・
自
立
し
た
生

活
」
に
つ
い
て
日
頃
思
っ
て
い
る

こ
と
や
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
語
り

合
い
交
流
し
ま
す
。
参
加
者
か
ら

「
同
じ
よ
う
に
悩
ん
で
い
る
人
の
話

が
聞
け
て
良
か
っ
た
」「
一
人
で
悩

ま
な
い
で
相
談
で
き
る
場
が
必
要
」

と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

１
月
28
日
㈯

10
時
～
12
時

と
こ
ろ

三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー（
三

次
市
十
日
市
東
三
丁
目
14
‐
１
）

対
象

生
活
の
し
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る

方
と
そ
の
家
族
・
支
援
者

お
茶
代　

１
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

備
北
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
２
９
８
７

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
63
‐
１
８
９
７

四
島
（
し
ま
）
の
未
来　
　

心
か
よ
わ
せ　

返
還
へ

　

政
府
は
、
毎
年
２
月
７
日
を「
北

方
領
土
の
日
」
と
定
め
、
国
を
挙

げ
て
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
を

進
め
て
い
ま
す
。
私
た
ち
一
人
一

人
の
声
を
結
集
し
、
み
ん
な
で
協

力
し
合
っ
て
北
方
領
土
の
早
期
返

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）

の
申
告
を
！

　

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人

で
工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営
し
て

い
る
方
、
駐
車
場
や
ア
パ
ー
ト
を

貸
し
付
け
て
い
る
方
な
ど
が
、
事

業
の
た
め
に
用
い
る
構
築
物
・
機

械
・
器
具
・
備
品
な
ど
の
事
業
用

資
産
で
す
。
こ
の
償
却
資
産
に
つ

い
て
も
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象

に
な
り
ま
す
。

　

対
象
の
償
却
資
産
を
お
持
ち

の
方
は
、
1
月
1
日
現
在
所
有
し

て
い
る
償
却
資
産
の
内
容
（
取
得

年
月
、
取
得
価
額
、
耐
用
年
数
な

ど
）
に
つ
い
て
、
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。
前
年
ま
で
に
申
告
し
た
資

産
に
変
更
が
な
い
場
合
や
廃
業
し

た
場
合
に
も
申
告
が
必
要
で
す
。

太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て
も
申

告
が
必
要
で
す
！

　

土
地
や
家
屋
に
太
陽
光
発
電
設

備
を
設
置
し
た
場
合
も
償
却
資
産

と
し
て
課
税
対
象
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◆
太
陽
光
発
電
設
備
で
償
却
資
産

と
し
て
課
税
対
象
と
な
り
申
告
が

必
要
な
場
合

・
法
人
お
よ
び
個
人
事
業
者
が
設

置
し
た
太
陽
光
発
電
設
備

・
個
人
が
設
置
し
た
発
電
出
力
10

キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
太
陽
光
発
電

設
備

問
い
合
わ
せ

還
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
広
島
県

民
会
議（
広
島
県
環
境
県
民
局
県

民
活
動
課
内
）

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
２
７
２
１
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お知らせInformation

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　２月９日（木） ９時～ 13 時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで http://kunchi-ichi.jp/information.html

２月

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

１月・２月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

１～２月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室
　「テーブルセンター（ランチョンマット）を染めよう」
　と　き　１月30日㈪
　　　　　①９時～12時　 ②13時30分～15時30分
　参加費　4,900円
　定　員　①②各12人
○草木染め教室
　「手持ちのセーターやストールを染めよう」（予定）
　と　き　２月27日㈪
　　　　　①９時～12時　 ②13時30分～15時30分
　参加費　4,900円
　定　員　①②各12人
▶展示・販売＆イベント
○庄原実業高校アグリカンパニー
　庄原実業高校の生徒の皆さんの手作り商品を展
示・販売します。
　と　き　１月 14日㈯　10時～ 15時
【営業時間の変更】
　３月末日までは 17時に閉館します。
　※朝どり市は通常通り 16時終了

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
庄原子ども美術館　絵画教室作品展
とき　２月８日㈬～９日㈭　10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

１月22日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023
29日（日）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255

２月５日（日）細川医院 ☎08477-2-0054
11日（土）東城病院 ☎08477-2-2150
12日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180
19日（日）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

平成28年11月末現在

♬
ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３７，０４７人（前年比－５６２人）　
男　　１７，５６２人（前年比－２２６人）　
女　　１９，４８５人（前年比－３３６人）
世帯数　１５，８４２世帯（前年比－１世帯）
[ うち外国人 ]　人口　３５３人（前年比＋２８人）

と　き　１月 23 日㈪ 12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　コールグリーン西城（合唱）
演奏予定曲目　「365日の紙飛行機」「津軽海峡冬景
色」ほか
『コールグリーン西城』　
　昭和 57 年にママさんコーラスとして発足。平成
７年に「コールグリーン西城」と命名する。本年で
結成 35 年になるコールグリーン西城は、毎年、地
域行事の「であいとふれあいフェア」と
「県北合唱祭」の出演を目標に日々練習をしている。

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●債権収納課　　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

図の石器は、打製石包丁と呼ばれる、弥生時代に稲の収穫
に使われていた道具です。

東城町新免神田谷の犬塚古墳群のところにあった弥生時代
中期の終わりごろ（約 2,000 年前）の住居跡から出土したも
のです。犬塚古墳群は、東城町三坂から県道三坂手入線を、
休暇村帝釈峡の入り口前を通り、約４km 行ったところにあ
ります。犬塚第１号古墳は、初期の横穴式石室をもつ古墳と
して広島県史跡に指定されています。

この石包丁は、サヌカイト（安山岩の一種）製で半月形をし
ており、刃部の長さが約８センチメートル、最大幅が約３セン
チメートルです。全体的に使用による摩滅がみられ、特に手
で持つ側の弧状になった部分は丸くなるほど著しく摩滅して
います。刃部は切れにくくなると再調整していたようです。

弥生時代の稲は、根刈りではなく、石包丁で穂を摘んで収
穫していました。石包丁には磨

ま せ い

製と打製とがあり、磨製のも
のが一般的ですが、香川県や岡山県南部地域では、弥生中期

（約 2,200 年前）以降になるとサヌカイト製の打製石包丁が
多く使われるようになりました。形は短冊形で、短辺にひも
をかける抉

え ぐ

りがあり、長さが 10 センチメートル前後、幅が
５センチメートル前後です。広島県南東部の福山市周辺でも、
数は少ないながらも打製石包丁がみられます。

犬塚古墳群の打製石包丁は、半月形で瀬戸内のものと形が
異なり、大きさも小ぶりですが、この石包丁から、弥生時代
中期には古墳周辺の小さな谷で農業が行われていたことや、
瀬戸内地域との交流をうかがうことができます。

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話しください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金　９時～ 17 時（年末年始・祝日除く）]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間電話相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時

時悠館   ☎ 08477-6-0161

開館：９時～17時　休館：水曜（祝日開館・翌日休館）・年末年始

打
だせい

製石
いし

包
ぼうちょう

丁

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

庄原市食育ポスターコンクールを開催しました
　市では、毎年市内の小学生を対象に食育に関するポスターコン
クールを開催し、応募作品をショッピングセンターなどで展示し
ています。
　本年度も「朝ごはんを食べよう」や「家族で食べるとおいしい
ね」、「野菜をたくさん食べよう」など、「食」に対する思いとと
もにポスターを描いてもらいました。ポスターを描くことを通し
て、家庭・地域・学校での食を身近に感じ、自分の身の回りの「食」
について、家族と一緒に考えるきっかけになればと思います。

受賞作品
　11月12日、ブルーライトアップイベント会場で表彰式を行いました！　

【市長賞】
稲富　心乃羽（庄原小２年）

【議長賞】
三田　拓美（庄原小１年）

【教育長賞】
末益　康成（庄原小１年）

【農業委員会長賞】
三上　蘭（高小５年）

【農業委員会女性委員特別賞】
山田　蒼空（庄原小１年）

【食育計画策定推進委員賞】
久山　瑠菜
（永末小６年）

【食育計画策定推進
委員賞】

脇坂　幸穂
（庄原小１年）

【食育計画策定推進委員賞】
大歳　未來
（庄原小５年）

広報日記
▶新年あけましておめでとうございます。広報紙担当と
なり、10 カ月目に突入です。毎月締め切りに追われ、あっ
という間の９カ月でした。まだ初心者マークは取れませ
ん（酉年だけにひよこか・・・）が、皆さんに市の情報をしっ
かりとお伝えできるよう頑張っていきたいと思います。
私にも絵心があればなぁ・・・。
▶ことしも描きます！
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